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午前１０時００分 開議   

○議長（小比類巻正規君） おはようござい

ます。 

 出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。 

───────────────── 

  ◎日程第１ 議案第４６号及び 

   日程第２ 議案第４７号 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１ 議案

第４６号専決処分の承認を求めることについ

て（平成２７年度三沢市一般会計補正予算

（第７号））及び日程第２ 議案第４７号平

成２８年度三沢市一般会計補正予算（第１

号）の計２件を一括議題とします。 

 予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結いたします。 

 次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。 

 これより、採決します。 

 議案第４６号専決処分の承認を求めること

について（平成２７年度三沢市一般会計補正

予算（第７号））及び議案第４７号平成２８

年度三沢市一般会計補正予算（第１号）の２

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第４６号専決処分の承認を求

めることについて（平成２７年度三沢市一般

会計補正予算（第７号））、承認。議案第４

７号平成２８年度三沢市一般会計補正予算

（第１号）、可決とそれぞれ決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第 ３ 議案第４８号から 

   日程第１２ 議案第５７号まで 

○議長（小比類巻正規君） 日程第３ 議案

第４８号専決処分の承認を求めることについ

て（固定資産評価審査委員会条例等の一部を

改正する条例の制定について）から日程第１

２ 議案第５７号三沢市障害者団体活動セン

ター条例を廃止する条例の制定についてまで

の計１０件を一括議題とします。 

 条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

 なお、議案第５１号及び議案第５２号に対

し、討論の通告がありますので、発言を許し

ます。 

 山本彌一議員。 

○１６番（山本彌一君） 議長のお許しをい

ただきましたので、議案第５１号及び議案第

５２号の専決処分の承認を求めることに対

し、反対の立場で討論をさせていただきま

す。 

 今回の条例の改正は、復興産業集積区域並

びに企業立地計画に従って設置された事業所

の施設にかかわる固定資産税を国の省令に伴

い、それぞれ１年間延長する条例の制定であ

ります。 

 これまで本市では、雇用の拡大という行政

目的のため、積極的に企業誘致に取り組んで

きていて、その行政目的のため、５年間の固

定資産税の特別措置を条例で定めているとこ

ろであります。 

 今日の市民の重大な関心事は、景気不況で

あえぐ経済の再建であり、同時に、膨れ上が

る多額の市債を抱えていることで、よって、

行政機構の簡素・合理化を図り、市民負担を
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軽減して、より一層の地方分権を推進し、地

方の活力を回復することであります。 

 つまり、地域住民及び地方自治体は、みず

から考え、みずから行うということでなけれ

ば、地域全体に活力は生まれません。 

 それには、国と地方公共団体の関係を、現

行の国が省令や政令を企画立案し、通達で地

方公共団体を請負機関とする関係を抜本的に

見直し、必要最小限になるよう改め、地方公

共団体の自主財源の強化を図り、地方のより

一層の活性化を図らなければなりません。そ

うでなければ、憲法が保障する住民自治権が

失われてしまうおそれがあります。したがい

まして、我々はこのことを意識すべきであり

ます。 

 今回の条例改正は、さきの東日本大震災の

復興支援をさらに後押しするために改正する

ものでありますが、しかし、客観的に見て

も、市内で事業を展開している中小企業も、

本市にとって雇用面からも公益性が大きいも

のがあります。したがいまして、誘致企業同

様の特別措置を講ずるのが行政としての役割

であり、道筋であります。 

 なぜならば、市内の中小企業に対しても同

様の措置を実施することによって、目的であ

る東日本大震災の真の復興につながるからで

あります。 

 今回の条例の改正は、国と地方公共団体の

関係を考えるとき、国が省令を企画立案し、

各地方公共団体に実施させるという包括的な

指導を背景にした改正であり、地方自治の公

益性の観点から納得がいきません。 

 したがいまして、公平性に欠けるものであ

り、よって、認めがたく、議案第５１号及び

議案第５２号の固定資産税の特別措置に関す

る条例の一部を改正する条例の制定の承認を

求めることに対し、反対を表明するものであ

ります。 

 以上で、私の討論を終わります。 

○議長（小比類巻正規君） 次に、加澤明議

員。 

○８番（加澤 明君） 私は、議案第５１号

及び議案第５２号専決処分の承認を求めるこ

とについて、賛成の立場で討論させていただ

きます。 

 まず、議案第５１号の三沢市復興産業集積

区域における固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例については、国に

おける省令の一部改正に伴い改正するもので

あります。 

 この条例は、対象企業として指定を受けた

企業について、施設の新設または増設に対す

る固定資産税の課税免除を行うものであり、

条例施行後は、３社が対象となっており、東

日本大震災により被害を受けた地域において

新たに産業の集積を促進することで、産業活

動と雇用機会の創出が図られております。 

 また、当市では、三沢市復興計画に基づい

た農林畜産業の基盤復旧、農林・漁業者の経

営再建、企業の施設設備の復旧対策等の施策

に取り組み、産業経済はもとより、市民生活

へのさまざまな支援を実施してきておりま

す。 

 次に、議案第５２号三沢市承認企業立地計

画に従って設置される施設に係る固定資産税

の特別措置に関する条例の一部を改正する条

例についてでありますが、こちらも国におけ

る省令の一部改正に伴い改正するものであり

ます。 

 この条例は、県から立地計画の承認を得た

企業に対して、固定資産税の課税免除を行う

ものであり、同条例施行後は、１社が対象と

なっており、地域の特性を生かした企業立地

の促進を通じ、地域産業の活性化、雇用機会

の創出が図られております。 

 いずれにいたしましても、当該２議案は、

これまで実施してきた特別措置の適用期間の

延長に係る条例の一部改正であります。今回

の改正による期間延長によって、これまでと

同様に、当市の東日本大震災からのさらなる

復興と今後の産業や経済の大きな発展を図る

ために必要不可欠な条例であることから、私

は、当該２議案に対し、賛成するものであり

ます。 
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○議長（小比類巻正規君） 以上で、討論を

打ち切ります。 

 これより、採決します。 

 議案第５１号専決処分の承認を求めること

について（三沢市復興産業集積区域における

固定資産税の特別措置に関する条例の一部を

改正する条例の制定について）及び議案第５

２号専決処分の承認を求めることについて

（三沢市承認企業立地計画に従って設置され

る施設に係る固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例の制定について）

の２議案を除く、議案第４８号専決処分の承

認を求めることについて（固定資産評価審査

委員会条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて）から議案第５７号三沢市障害者団体

活動センター条例を廃止する条例の制定につ

いてまでの計８議案は、委員長報告のとおり

決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第４８号専決処分の承認を求

めることについて（固定資産評価審査委員会

条例等の一部を改正する条例の制定につい

て）、承認。議案第４９号専決処分の承認を

求めることについて（三沢市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例の制定につい

て）、承認。議案第５０号専決処分の承認を

求めることについて（三沢市税条例等の一部

を改正する条例の制定について）、承認。議

案第５３号専決処分の承認を求めることにつ

いて（職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について）、承認。議案第５

４号三沢市職員の退職管理に関する条例の制

定について、可決。議案第５５号職員の分限

に関する手続及び効果に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、可決。議案第

５６号職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、可決。議

案第５７号三沢市障害者団体活動センター条

例を廃止する条例の制定について、可決とそ

れぞれ決しました。 

 次に、議案第５１号専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市復興産業集積区域に

おける固定資産税の特別措置に関する条例の

一部を改正する条例の制定について）を採決

します。 

 本案に対する委員長報告は、承認です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻正規君） 起立多数です。 

 よって、議案第５１号専決処分の承認を求

めることについて（三沢市復興産業集積区域

における固定資産税の特別措置に関する条例

の一部を改正する条例の制定について）は、

承認と決しました。 

 次に、議案第５２号専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市承認企業立地計画に

従って設置される施設に係る固定資産税の特

別措置に関する条例の一部を改正する条例の

制定について）を採決します。 

 本案に対する委員長報告は、承認です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻正規君） 起立多数です。 

 よって、議案第５２号専決処分の承認を求

めることについて（三沢市承認企業立地計画

に従って設置される施設に係る固定資産税の

特別措置に関する条例の一部を改正する条例

の制定について）は、承認と決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第１３ 議案第５８号 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１３ 議

案第５８号三沢市固定資産評価審査委員会委

員の選任につき同意を求めることについてを

議題といたします。 

 この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。 

 提案理由の説明を願います。 

 市長。 

○市長（種市一正君） 議案第５８号につい

て御説明申し上げます。 
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 議案第５８号は、三沢市固定資産評価審査

委員会委員の選任につき議会の同意を求める

ものであります。 

 現委員の野々宮陽子氏は、平成２８年７月

２１日をもって任期が満了となることから、

引き続き野々宮陽子氏を委員として選任する

ため提案するものであります。 

 御提案申し上げました野々宮陽子氏は、議

案書に記載しております略歴にございますよ

うに、人格、識見ともにすぐれた方でありま

すので、よろしくお願い申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。 

 この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、委員会付託を省略することに決し

ました。 

 なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により質疑・討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

め、質疑・討論を省略し、直ちに採決しま

す。 

 議案第５８号は、これに同意することに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第５８号三沢市固定資産評価

審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについては、これに同意することに決しま

した。 

───────────────── 

  ◎日程第１４ 基地対策特別委員会

中間報告 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１４ 基

地対策特別委員会中間報告を議題とします。 

 堀光雄委員長。 

○１１番（掘 光雄君） 本委員会において

審査中の事件について、会議規則第４５条第

２項の規定に基づき、中間報告をいたしま

す。 

 本委員会は、基地所在に起因する諸問題を

調査・解明し、基地周辺住民の民生安定と福

祉向上に資することを目的として、平成２８

年第１回臨時会において設置され、去る６月

２日に、組織後初の会議を開催いたしまし

た。 

 はじめに、これまでの基地対策特別委員会

が、基地に起因する問題の解決のため、国等

に対し要望活動を行っていることから、前委

員会が行った三沢基地周辺対策に関する要望

の内容及びその進捗状況について執行部から

説明を受け、確認したところであります。 

 その結果、特定防衛施設周辺整備調整交付

金、いわゆる９条交付金の増額や清掃セン

ター焼却施設建設事業の採択は図られたもの

の、第二滑走路の早期着工や地域の実情に応

じた移転措置など、まだまだ未解決の問題が

多くありました。 

 そこで、本委員会としては、その未解決の

問題解消のため、今年度も引き続き市ととも

に三沢基地周辺対策に関する要望を実施する

ことといたしました。 

 なお、今年度の要望項目等の詳細につきま

しては、今定例会終了後、再度委員会を開催

し、決定することといたしております。 

 以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。 

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 この報告は、委員長報告のとおり、引き続
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き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。 

───────────────── 

  ◎日程第１５ 定住化促進対策特別

委員会中間報告 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１５ 定

住化促進対策特別委員会中間報告を議題とし

ます。 

 澤口正義委員長。 

○７番（澤口正義君） 本委員会において審

査中の事件について、三沢市議会会議規則第

４５条第２項の規定に基づき、中間報告をい

たします。 

 本委員会は、三沢市における空き家対策、

少子化対策、特産品開発をはじめとした、ま

ちの魅力を高めるための各種施策を調査・審

議し、もって、三沢市への移住・定住、交流

人口の増加を図ることを目的として、先般、

平成２８年第１回臨時会において設置され、

去る６月３日に委員会を開催し、三沢市にお

ける定住化促進に係る現状と課題について調

査・検討を行いました。 

 執行部からの説明では、三沢市における人

口の現状は、近隣自治体や東京都など、都市

部への転出などによる人口の減少が見られ、

特に六戸町やおいらせ町への転出が多い状況

にあるとの説明がありました。 

 また、近隣自治体における定住化への主な

取り組みが紹介されるとともに、三沢市の定

住化促進に係る課題及び今後の取り組みの方

向性として、雇用環境、子育て環境、住環境

の充実、医療・福祉体制の整備、交通、買い

物などの利便性向上を図ることにより、三沢

市独自の魅力の形成に努め、住民が自慢した

くなるまちを目指すとの説明がありました。 

 このような説明に対し、各委員からの意見

として、特に六戸町とおいらせ町への転出が

目立つことから、当該２自治体への転出につ

いて、さらなる詳細な分析を進め、住民ニー

ズに沿った形での取り組みをしていくべきと

の意見や、定住化に向けた近隣自治体の取り

組み内容だけでなく、三沢市における取り組

み内容についても明確化し、比較・検討して

いきたいなどの意見が出されました。 

 当委員会といたしましては、このような三

沢市における定住化促進に係る現状と課題を

踏まえるとともに、各委員からの意見を参考

として、空き家対策、少子化対策、特産品開

発をはじめとした各種施策の調査・検討に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、定住化促進対策特別委員会の

中間報告といたします。 

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、定住化促進対策特別委員会につい

ては、引き続き閉会中の継続審査とします。 

───────────────── 

  ◎日程第１６ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１６ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。 

 佐々木卓也委員長。 

○３番（佐々木卓也君） 去る６月１３日に

開催いたしました総務文教常任委員会所管事

務調査の内容につきまして、御報告申し上げ

ます。 

 今回は、マイナンバー制度について及び入
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札参加資格取り消しについての２案件を調査

いたしました。 

 まず、１件目のマイナンバー制度について

であります。 

 執行部の説明によると、国は将来、税や社

会保障手続などの公共サービスをはじめ、民

間へのマイナンバーの開放も想定していると

のことであり、市としては、独自に、重度心

身障害者医療費助成、子ども医療費給付、ひ

とり親家庭等医療費給付に関する３事務につ

いて、マイナンバーが利用できるよう、平成

２７年９月に条例を制定済みとのことであり

ます。 

 また、当市における平成２８年５月末時点

でのマイナンバーの未交付率は０.１％、マイ

ナンバーカードの申請率は９.３％で、現在

は、平成２９年７月から開始される国とのマ

イナンバー情報の連携に向け、システム上の

テストを実施しているとのことでありまし

た。 

 委員からは、市民にとってメリットがわか

りづらいといった意見や、災害時における被

災者の所在把握にも活用が期待できるといっ

た、災害対策の面からの有用性について意見

が出されました。 

 マイナンバー制度については、将来、市民

生活の向上にもつながる案件であることか

ら、今後も国の動向を注視しながら、必要に

応じ意見・提言等をさせていただきたいと考

えております。 

 次に、２件目、入札参加資格取り消しにつ

いてであります。 

 執行部からは、事件の一連についての説明

の後、市の対応として、当該業者が平成２８

年４月２６日に落札した市道等維持修繕工事

の契約を不締結としたこと、事実の発覚した

平成２８年４月２７日付で建設工事に係る入

札参加資格を取り消したこと、当該業者と契

約を締結したごみ収集運搬業務の業務委託契

約を６月末付で解除すること、物品及び役務

の提供を受ける業務について、４カ月の指名

停止措置を予定していることが報告されまし

た。 

 再発防止策については、国や県が公表して

いる建設業者名簿等により、登録の有無や期

間を確認すること、また、市の要綱の整備等

により、申請時におけるチェック体制の強化

を図る等説明がありました。 

 委員から出された質問の一つ、市の被害に

ついてどう捉えているかに対し、執行部から

は、当該業者が本来入札の参加資格がない中

で落札し、既に終了している工事について

は、仕様書に基づいて適正な工事が行われ、

完了検査も適正であったことから、市として

の実被害はないものと捉えているとの回答が

ありました。 

 今後も当委員会の所管する事務事業につい

て十分にチェックしながら、よりよい市政運

営に資するべく活動してまいりたいと考えて

おります。 

 以上、総務文教常任委員会所管事務調査報

告といたします。 

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

  ◎日程第１７ 民生常任委員会所管

事務調査報告 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１７ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。 

 瀬崎雅弘委員長。 

○６番（瀬崎雅弘君） 去る５月２５日に開

催いたしました民生常任委員会所管事務調査

の内容について御報告申し上げます。 

 今回の会議では、三沢市立三沢病院に関す

る３件について所管事務調査を行いました。 

 はじめに、青森県地域医療構想の方針と三

沢市立三沢病院の位置づけについて説明があ

りました。 
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 青森県地域医療構想は、人口減少と超高齢

化社会により、疾病構造の変化や重度の要介

護者の増による、医療、介護のニースが増大

することから、地域の実情に応じ、医療資源

の効率的かつ効果的な配置を促し、高度急性

期病床から介護等に至る一連のサービスを過

不足なく提供される体制を確保することを目

的に策定したものであり、構想策定当初の素

案では、上十三地域においては、十和田中央

病院を中核として位置づけ、三沢病院は、そ

の他の病院という位置づけであったが、その

後、修正され、上十三地域における三沢病院

の位置づけは、がん化学療法の機能強化、回

復期機能の充実強化、在宅医療の提供とされ

たところであるとの説明がありました。 

 委員からは、今後、県との連携を密にし

て、三沢病院の位置づけをしっかりしてほし

い。また、現在もがんの最先端医療を実施し

ているので、今後も継続し、地域住民の医療

を守ってほしいとの意見が出されました。 

 次に、ＰＥＴ－ＣＴの検査実施状況と今後

の運用について説明がありました。 

 平成２７年度の検査件数は、 合計で１,２

０１件となり、その内訳は、院内の患者が３

１０件、院外からの紹介患者が５６２件、健

康診断が３２９件となっており、１日平均で

は５人となっている。また、市内居住者が３

０３件、市外居住者が８９８件となってい

る。 

 今後の運用については、三沢市健診助成開

始以来、市内の健診者が半期ベースで２０件

から１４０件に増加していることもあり、今

後も１日平均６件を予定しているとの説明が

ありました。 

 委員からは、助成により健診者の数が増加

しているので、市民に対し制度の周知を十分

に行うなどして、利用の促進を図り、健康に

対する意識の高揚を図るべきであるとの意見

が出されました。 

 次に、職員の患者に対する対応について説

明がありました。 

 三沢病院の基本方針の中に、「やさしい病

院」、「地域住民が利用しやすく、地域住民

にやさしい病院をめざします」とされてお

り、院内８カ所に患者の意見を集める「あな

たの声」という投書箱を設置し、１週間に一

度収集を行っている。 

 その結果として、平成２６年度は２０９件

であり、接遇、施設関係が１７７件、感謝の

言葉が３２件となっていたが、平成２７年度

では１６６件となり、接遇、施設関係が１２

６件、感謝の言葉が４０件であり、接遇、施

設関係が減少し、感謝の言葉が増加してい

る。 

 また、職員の接遇に関する研修会を年２回

開催しているほか、医療事務の委託先におい

ても接遇研修を行っているほか、職員を無差

別に選択して、言葉遣いの評価等も行ってい

る。 

 これらにより、よりよい医療を提供するた

め、投書や苦情の事例検証を行い、それを研

修等に反映させ、個別指導等きめ細かな対応

をしながらサービス向上に努めてまいりたい

との説明がありました。 

 委員からは、接遇に関し、変わってきてい

ることは認識しているが、さまざまな変更に

ついて入院患者が知らないことがあるので、

しっかりと説明するなど、入院患者のフォ

ローも心がけてほしい。また、高齢者が多い

ので、高齢者に対する対応等を含め、今後と

もサービスの向上に努めてほしいとの意見が

出されました。 

 本委員会としては、市民の生活の向上、安

心・安全な暮らしの確保を第一に、今後とも

随時調査を行い、意見・提言してまいりたい

と考えております。 

 以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。 

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 民生常任委員会の所管事務調査について
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は、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

  ◎日程第１８ 議員の派遣について 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１８ 議

員の派遣についてを議題とします。 

 詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。 

 お諮りします。 

 地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。 

───────────────── 

○議長（小比類巻正規君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。 

───────────────── 

  ◎市長挨拶 

○議長（小比類巻正規君） ここで、市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。 

 市長。 

○市長（種市一正君） 平成２８年三沢市議

会第２回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。 

 今定例会は、去る６月６日に開会され、本

日まで１１日間にわたり、平成２７年度三沢

市一般会計補正予算（第７号）及び平成２８

年度三沢市一般会計補正予算（第１号）をは

じめ、行政運営上必要な条例の制定等、１３

の案件について慎重なる御審議を賜り、それ

ぞれ原案どおり御議決、御承認賜りまして、

衷心より感謝申し上げます。 

 御議決賜りました各議案の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分に尊

重し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注

してまいりますので、何とぞ一層の御支援、

御協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶

といたします。 

 大変ありがとうございました。 

───────────────── 

○議長（小比類巻正規君） これをもちまし

て、平成２８年三沢市議会第２回定例会を閉

会します。 

午前１０時４０分 閉会   

 

 


